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日本のバイオ・ベンチャー企業 - その意義と実態 - -DISCUSSION PAPER No.22-
第１研究グループ 総括主任研究官 小田切 宏之
2000年6月26日、クリントン米大統領(当時)出席のもと、米国立衛生研究所























































































日本 1 1 1
アメリカ 10.4 9.5 5.9
イギリス 1.7 2.5 1.0
フランス 0.9 1.3 0.2
ドイツ 0.8 1.0 0.4
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日本 1 1 1
アメリカ 4.9 4.5 2.8
イギリス 3.7 5.4 2.1
フランス 1.9 2.8 0.4











ノーベル賞(1980〜2001年)、 ラスカー賞(1980 〜2001年)、 ガードナー賞(1995〜2002年)、 ウルフ賞
(1980〜2001年)、 フィールズ賞(1982〜98年)、 チューリング賞(1980 〜2001年)、 日本国際賞(1985〜2002
年)、 京都賞(1985〜2002年)
対象とした国際的科学アカデミー
 National Academy of Sciences (米)、  Institute of Medicine(米)、  Royal Society(英)、  Academie des
Sciences(仏)、  Royal Society of Canada(カナダ)
対象とした論文被引用度数世界ランキング
科学技術系20分野における論文被引用度数上位20名
農学、 生物学、 化学、 臨床医学、 コンピュータ科学、 工学、 環境科学、 地球科学、 免疫学、 材
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・7/3 Mr. Hartmut Krebs: 独国NRW(ノルトライン・ヴェストファーレン)州教育科学研究省次官
Ms. Martina Munsel: 同省国際課日本担当
Ms. Astrid Becker: (株)エヌ・アールダブリュージャパン代表取締役社長
Ms. Regine Dieth: 同社プロジェクトマネージャー
・7/19 Dr. Norman Neureiter: 米国科学技術担当国務長官顧問
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・ 「国際級研究人材の国別分布推定の試み」(調査資料 - 87 2002年7月)
・ 「日本のバイオ・ベンチャー企業 - その意義と実態 -」(DISCUSSION PAPER No.22)
・ 「The Role of Overseas R&D Activities in Technological Knowledge Sourcing: An Empirical
Study of Japanese R&D Investment in the US」(DISCUSSION PAPER No.23)
・ 「科学技術動向 2002 年 7 月号」(7 月 29 日発行)
特集 1 免疫学の最近の動向
ライフサイエンス・医療ユニット 庄司真理子、茂木 伸一
特集 2 LSI 技術の研究動向
情報通信ユニット 山崎 哲也
特集 3 微細結晶粒金属材料の研究開発動向
材料・製造技術ユニット 玉生 良孝、客員研究官 緒形 俊夫
特集 4 自己組織化材料研究の動向
材料・製造技術ユニット 高野潤一郎、客員研究官 小口 信行
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